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大好評！！都会の人を農村でもてなし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

観光と農業との連携 
管内には當麻寺など有名な観光地が多くありま

す。ここを訪れる観光客に農業の体験も併せてし

てもらうことで地域特産品に関心をもってもらお

うと「當麻まるごと体験ウォーク」を葛城市内で 

行いました。３日間で約１４０人の消費者が参加。

体験圃場では生産者との交流や直売所内で郷土料

理を体験しました。 
広陵町から参加者した男性（２０代）は「子供 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード：「環境」「交流」「共存」

「當麻まるごと体験ウォーク」（葛城市新在家） 

観光と農業を合わせた初めての取組みを企画。参加者は

當麻寺・石光寺・相撲館の見学後、ダイコン、ミニトマ

ト、サツマイモの収穫を楽しみました（平成 19年 11月

11日）。 「二人でひきました。かわいいダイコンでしょう？」
（「二上山」のふもとで） 

 
 
 
連携をとって集客力を高めていきたいですね」と

意欲的に話していました。収穫体験圃場で栽培を

担当した新在家の藤田さんは「おいしく食べても

らうのは採りたてが一番。来て頂く日に収穫でき

るようにと心がけました。」と来客への配慮を話 

されていました。 
地域にある文化・観光資源を活用し、観光客に

特産品や直売所の魅力を知ってもらうことによ

り、地域振興の展開を図っていきます。

に農業を教えたかった。小麦餅とミニトマトをお

いしそうに食べる姿を見て参加して良かった」と

話していました。小麦餅づくり体験を担当した農

事組合法人・當麻の家の庄田さんは「何人来ても

らえるか不安でしたが、多くの人に直売所を知っ 
てもらえて良かったです。今後も地域の皆さんと 
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芽吹き 

  

 

 

 

 

苗生産委託で労力削減 

葛城市笛堂を中心とするネギ栽培農家では平

成１８年よりネギ苗を苗専業農家へ委託（アウト

ソーシング）しています。 

今までネギ栽培は直播でしたが、ネギの価格が

高くなる夏～秋の出荷で、暑さによる発芽不良と

除草作業が課題となっていました。他県のネギ主

要産地では既に移植栽培に移行して対処してい

ましたが、葛城市のネギ農家は栽培面積が大きく、

苗作りに労力をかけることができませんでした。

そこで冷涼な中山間地域の野菜苗生産者と交渉

し、夏場だけネギ苗生産を委託。栽培面積は現状

維持のままで除草作業が軽減でき、生育も向上し

ました。 

 

空いた時間を本圃管理へ 

 苗生産を委託すると費用は発生しますが、苗作

りにかかる労力を省くことができます。   

この事例では出荷価格が高い時期に、「時間と

労力を買って」ネギ栽培に集中できたことになり

ます。 

 農業をとりまく環境が厳しさを増すなか、商業

や工業のようにアウトソーシング（外部生産委託）

を取り入れ、合理的・効率的な生産を進めていく

ことが今後ますます必要になってくるでしょう。 

「除草の作業が省けて助かります」と話す木原組合長 

 

 

 将来の農業のあり方を示唆する新しい取り組みを紹介するコーナーです

 

 

 

 

 

作業のアウトソーシングで楽々生産 
葛城移植ネギ生産組合 組合長 木原

きは ら

光一
こういち

さん（45)   

ネギ苗を専用移植機で植え付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 苗生産委託について木原組合長に聞きました 

 

― 移植苗導入はスムーズでしたか？ ― 

最初は移植機の調整が悪く、苗をうまく植えら

れませんでしたが、調整を重ねるうちに徐々に

うまくいくようになりました。 

苗は当初より品質が良く、満足しています。 

 

― 苗の生産委託で取り組んだことは？ ― 

①ネギ苗生産組合（７戸）を設立し、苗委託先 

農家との交渉、代金の支払いを一元化しました。

②播種機などの資材はネギ苗生産組合が購入し

て苗生産委託農家の負担を減らしました。 

③希望する農家には苗植付け作業を農協に有料

で行ってもらっています。 

 

― 今後の課題は？ ― 

一昨年は延べ2ha、昨年は4haと移植苗の導入

面積は増加しており、今年も更に増やす予定で

す。今後は各生産者の畑の植え付けローテーシ

ョンと苗のできあがり時期をうまくあわせるこ

とが課題です。 

２ 



 風林火山 

「松井さんとこの苗が欲しい。と言われるのが 

一番うれしい。」と松井さんと奥様の万里子さん。 

市場出荷で重要となる箱の中の色あわせは 

センスの良い奥様の万里子さんが担当。 

 

－ご本人から寄せられたエッセーを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦労から脱却できた妻の一声 

 ６年前に脱サラして就農した最初の頃は、市場

に出荷しても全く値がつかず、退職金が設備投資

や人件費などでたちまち底をつきました。 

 追い打ちをかけるように、翌年の秋のこと、パ

ンジー15 万ポットの植え付けが完了し数日経っ

た時、早朝、ハウスに入るとパンジーの様子がい

つもと違うのです。肥培管理の失敗から葉色が悪

く、今にも枯れそうに弱っています。足もとから

体中がガタガタと震えて立ちつくす私。その様子

をみた妻が「お父さん肩の力を抜いて花作りした

らどう？」と声をかけてくれました。その一言が、

私の転機となったのです。当時の私は、周囲の人

の猛反対を押し切り役場を辞めてまで、花苗生産

を手がけたので、失敗は許されないというプレッ

シャーが自分自身を追い込んでいたのです。 

妻の言葉は、「成功させなければならない、で

はなく花と会話して自分の花作りをすべき」と思

うきっかけとなったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
農業者が自らの経営理念や人生へのこだわりなどを語るコーナーです

私の花作りを求めて 

ツテもキャリアもない私は、市場に並んだ時に

パッと目に飛び込んでくる花や葉色、そして出荷

した後も永く消費者が楽しめる苗作りを研究し、

試行錯誤を重ねてきました。市場評価が消費者評

価、ブランドを維持するために、自分の満足のい

かない品質の花壇苗は何万ポット作っていよう

が処分します。毎朝、苗と会話し、今水分が必要

か、肥料が必要かを見極め、私らしい花作りにこ

だわった結果、今では市場でも色鮮やかで品質の

高い商品になったと思っています。 

46歳から花作りにﾁｬﾚﾝｼﾞ

松井
まつい

 栄治
えい じ

さん（52）広陵町中
なか

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、妻の名前「マリコ」として出荷していま

すが、女性のやさしいイメージと相まって大阪市

場で徐々に名前が浸透してきました。危険分散の

為の販路開拓と、正味品質で勝負するという意味

で、４年前より私自身の名前で名古屋市場にも出

荷し始めました。出荷後の日持ちの良さや品質が

認められたのか、直接市場より注文が入るように

なり、今では、常連のお客さんがリピーターとし

て購入いただいているため高値で出荷していま

す。 

 妻がかけてくれた一言「肩の力を抜いて花作

り」をモットーに志は大きく、しかし心には余裕

をもってこれからも「市場にあふれる花の中で選

ばれる」花作りをめざしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

＜プロフィール＞ まつい えいじ 
昭和 30 年生まれ。広陵町役場退職後就農、本格的に花壇苗経営を
開始。現在では妻と、従業員２名で、約 50aの施設でセンニチコウ、
サルビア、パンジー等を栽培。 
花色が鮮やかで、揃いの良い健全な花壇苗を市場へ出荷し、好評を

得ている。趣味は、釣り。 
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地域発見◇  桜井市 笠地区 

  

 

       

 

 

桜井市の笠地区では、平成１４年に７０戸全戸

が出資して有限会社「荒神の里・笠そば処」を設

立。今では経営が安定し、そばの販売による収益

を地元の人に還元できるようになりました。 

 

地元で販売と雇用 

「笠そば処」では地元産のそばが「挽きたて、

打ちたて、ゆでたて」で食べられることや、そば

打ち体験ができることから、県内外の中・高齢者

の方に大変好評です。また、併設の直売所では乾

麺、野菜などを販売しており、来客者は年間約８

万人、全体の売上げは１億円を超えました。ここ

では笠地区に住む３６人のパート職員が交代で

勤務しており、地元の雇用機会が創出されまし

た。 

 

野菜販路としての直売所 

「笠そば処」の直売所では、約４０戸の農家が

出荷しており、年間の野菜類の売上げは全て合わ

せて３千万円を超えます。直売所へ出荷すること 

により良いものを栽培しようと、農業者の間で品 

質の向上・品目の多様化の情報交換が行われてい

ます。 

 

 市町村・JA 等のいちおしスポットや情報を紹介するコーナーです 

地元産へのこだわり 

笠地区で特産品づくりに成功したのは、地区の

人々が地道に「笠地区で生産・加工したもの」を

販売してきたことにより、地元産へのこだわりが

消費者に評価されたためです。 

さらに、都市との交流を目的に平成６年から毎

年９月に笠そばＰＲのために「そばピクニック」

を継続して行っており、笠地区を知ってもらう良

い機会となっています。 

今後も次の世代が定住できる地域づくりを続

けてもらいたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生のそば打ち体験。食育の 

場としても活用されています 

 

ＪＡ 統括織田支店 澤課長さん 

 「そば」を特産品として販売することにより、

地元にお金を還元するシステムづくりのモデル

になっています。 

 

笠そば処パート職員の声(直売所レジ担当) 

はるばる笠に来てくださる多くのお客さんに

は本当に感謝しています。お客さんに喜んで買っ

てもらえるようにといつも笑顔で対応していま

す。 

                      

                      

                      

                         

 

 

                 

 

  

  

地域全体で特産品づくり
～売上げ１億円を達成～

桜井市 商工農林課 井上
いのうえ

紀
とし

美
み

さん 

いきいきとした笑顔で働く地元の皆さん 

「
ミ
ソ
サ
ザ
イ
」
葛
城
市
寺
田
清
男
氏
画 
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